












食後高血糖並びに食後一過性酸化ストレスに対する Vegetable First の栄養学的研究 
 
























第 3 章では、In vitro レベルにおけるマウス小腸二糖類分解酵素活性の評価および小腸二糖
類分解酵素活性に及ぼすタラ根皮抽出物の影響について解析を行った。 
その結果、マウス小腸粘膜ホモジネートを用いた in vitro 解析から、タラ根皮抽出物は、二
糖類分解酵素であるマルターゼおよびトレハラーゼ活性を阻害することが示された。また、
タラ根皮抽出物のマルターゼ活性に対する IC50値は 0.45mg/mL、トレハラーゼ活性の場合の






第 4章ではマウスおよびヒトにおける in vivo レベルによるタラ根皮茶（タラ根皮熱水抽出
























第 6章は、総括として第 2章から第 5章までの成果をまとめた。 
以上の結果から、本研究において、熱量素の代謝に必然的に伴う活性酸素の産生抑制には
「緑葉野菜を先に食べること：Vegetable First」が重要であり、その摂取方法により血糖上昇
の抑制と食後一過性酸化ストレスの低減が得られることを示唆する新たな知見を与えた。 
食後高血糖が動脈硬化を進展する心血管疾患のリスクファクターの一つであることは多く
の研究報告で明らかとなっている。本研究の成果は、糖尿病の一次予防をはじめとして生活
習慣病の予防介入や健康な食事の在り方に対する有益な情報を与えるものと期待される。 
